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がある。 1964年3月モスクワで行われた数学的方法の利用をめぐる討論告の記録として，8KOHO-
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A，吋 =aOJ + 2J AOiaiJ (j = 1， 2 吋 (8) 
となる。他方では，AOjは第 7牛産物 1単位の生産に直接間接に必要なすべて
の生産物の総労働費用の和であるから，
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量の和はきっかり各 A"になる P と結論が下される門これはスミエえによって
主張されマノレグスの批判した rV+MJドグマに通ずるものであれ完全競争
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p1，Xi= ム-aiJpjXJ+ PiYt 
J"， l f'J 
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ワノレラス均衡理論と基本的な共通性をもっている。レオyティエフ均衡概念の
基本性格は，ワノレラスと同様，完全競争下における静態的定常的均衡である冊。
レオY ティェフの均衡概念の検討のためには. (i) いま明らかにされたワ
ノレヲス的均衡との共通面=静態的定常的均衡に対する批判と. (ii) 最近の産
業連関論におけ畠均衡値の安定条件・正値条件の吟味とが必要である。










































ぷ/言 a~JXJ+Yi (3) 
あるいは行列形式によって
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ら ， X孟O であるためには[I←ωJ-'~O が必要である。[I-aJ-' 孟O が成立す
るためには，aの正の最大固有根 γについて Yく1が成立しなければならない。
グく1なるための必要・十分条件としていわゆるホ キYス・サ fモY定理，
静学モデル(3 )"が， IEIi直解 X>O をとるための必要・十分条件は， a~O




• iJ向三1 (j=l， 2， .....旬) 帥
が考えられている。これらの定理による静学モデノレの正値条件は，同時に動学
モデノレ，たとえば，





































等価は，同民所得壱 y，ー 圏全体の生産額をX，生産財使用額をU，消費を C，
33) 吉村連次「恐慌論の研究」昭和田年， 131-176、 ジ。
34) 宮崎義一氏は』この移行に「ケインズ革命』の影響を認めている。都圏重人絹「近代経済学楠
集」昭和36年J 181へージ。
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ケイ yズ有効需要論に対するこの批判は，ケイ γ ズ理論の拡張たる産業連関論
にも妥当する。産業連関論においても，外生的に決定される一組の最終需要よ
り，固定投入係数・波及係数を通じて，技術的に均衡産出量が決定され Qo こ
38) 浅野栄一，セイ法則否定の三つの方法， r経世研究」第5巻第3号， 227-231ベ ジ，末永隆甫
「近代軒済学J昭和35竿，四 41ベ ジロ
54 (426) 第98巻第6号
のような虚出量決冠機構では，供給が需要につねに迫応するため何らの需給不
一致，実現困難も存在せず，したがって企業の利潤極大化行動にもとづく生産
の無政府性，たえざる市場不均衡は一切反映されない。かくてケイ γズ有効需
要論における「セイ法則の裏返し」は，産業連関論の産出量決定機構の中にもつ
らぬかれている。
